
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 1203 

令和５年度 地歴公民科 

 

教科 公民 科目 教養の社会 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 独自プリント集 

副教材等 独自プリント集 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・一般企業の就職採用試験に対応できるように、実際に出題された問題を中心に学習を進める。 

・新聞やテレビのニュースで取り上げられる今日的な社会問題についても学習し、時事問題にも対応で

きる学力を養う。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

社会（地歴・公民）科の全般にわたって基礎的な知識や学力を養うことを目標とする。また、一般企業

の就職採用試験に対応できる知識や学力の獲得を目指す。 

 

 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

基礎的な知識を定着

し、社会において応用

していく力を身に着

ける。また、授業にお

いて積極的な発言が

できる。 

 

課題について、多面的、

多角的に理解して表現

するために必要となる

情報を収集し、発表の

準備ができる。 

 

課題に必要な情報を

まとめて、短時間でス

ピーチが出来る力を

身に着いている 

 

一般教養に関しての

知識を定着できてい

る。課題について、

発展した考えをまと

める事ができる。 

評
価
方
法 

授業態度の観察 確認テスト 確認テスト 確認テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

４ 学習の活動 

ス
テ
ー
ジ 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 一
般
教
養
の
定
着 

①地理的分野 

都道府県・県庁所在地

 世界の国名・首都な

ど 

②歴史的分野 

主な歴史的事件・人

物 

③政治的分野 

日本の政治制度・憲法、

世界の政治制度、国際

関係・国連機関など 

④経済的分野 

日本の戦後経済の変

貌・世界 経済の変貌・

世界の通貨制度 

 

〇   〇 a: 基礎的な知識を定着し、

社会において応用していく

力を身に着ける。また、授

業において積極的な発言が

できる。 

b: 課題について、多面的、

多角的に理解して表現する

ために必要となる情報を収

集し、発表の準備ができる。 

c: 課題に必要な情報をま

とめて、短時間でスピーチ

が出来る力を身に着いてい

る 

d: 一般教養に関しての知

識を定着できている。課題

について、発展した考えを

まとめる事ができる。 

授業態度 

確認テスト 

２ 情
報
処
理
能
力
の
定
着 

① 就職採用試験問題の

演習 

② 新聞・テレビ・新聞 

政治・経済・社会 

③ ＴＶ ニュース・ 

報道番組 

 

 〇 〇  a: 基礎的な知識を定着し、

社会において応用していく

力を身に着ける。また、授

業において積極的な発言が

できる。 

b: 課題について、多面的、

多角的に理解して表現する

ために必要となる情報を収

集し、発表の準備ができる。 

c: 課題に必要な情報をま

とめて、短時間でスピーチ

が出来る力を身に着いてい

る 

d: 一般教養に関しての知

識を定着できている。課題

について、発展した考えを

まとめる事ができる。 

授業態度 

確認テスト 



 

※令和３年度以前入学生用 

３ 知
識
の
応
用
力
の
確
認 

 

日々の話題や世の中の動

きを考えます。 

 

① 職場のマナー 

② 冠婚葬祭のマナー 

職場のマナーや冠婚葬祭

のマナーなどを学びま

す。 

〇  〇 〇 a: 基礎的な知識を定着し、

社会において応用していく

力を身に着ける。また、授

業において積極的な発言が

できる。 

b: 課題について、多面的、

多角的に理解して表現する

ために必要となる情報を収

集し、発表の準備ができる。 

c: 課題に必要な情報をま

とめて、短時間でスピーチ

が出来る力を身に着いてい

る 

d: 一般教養に関しての知

識を定着できている。課題

について、発展した考えを

まとめる事ができる。 

授業態度 

確認テスト 

  

       

  

       

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


